
令和８年度 市民後見人養成講座（基礎研修） 開催要項 
 

１．目  的 

認知症高齢者や一人暮らし高齢者の増加に権利擁護のニーズが高まるなか、誰もが住み慣れた地域で安心

して暮らしていける地域づくりを目指すためには、判断能力が不十分な人が成年後見制度を適切に利用でき

る仕組みづくりが重要です。同制度の利用促進を図るためには、専門職とは異なる市民ならではの視点を持

ち、相手の生活に身近な存在として、市民後見人の活躍がより一層期待されています。 

本講座は、後見人等として必要な知識・技術、社会規範、倫理性を備え、後見等の業務を適正に担う人材

を地域の住民から養成することで、被後見人等と同じ地域に住み、被後見人等の思いに寄り添う一般市民の

視点で活動するという意味で、市民後見人が地域福祉に貢献していくような存在になりうることを期待して

開催します。 

 

２．主  催   社会福祉法人 福島市社会福祉協議会 福島市権利擁護センター 

３．期  日   （オリエンテーション） 令和８年７月４日（土） 

（本講座） 令和８年８月２９日（土）～令和９年２月１３日（土） 全８回 

４．会  場   福島市市民センター（福島市五老内町３－１） 

福島市役所清水支所（福島市泉字扇田９番地） 

５．日  程   別紙プログラムのとおり 

６．対 象 者   下記全ての要件を満たす者 

        （１）福島市内に在住または在勤していること。 

        （２）受講開始年度の４月１日現在における年齢がおおむね６５歳以下であること。 

（３）報酬を前提としないボランティア・社会貢献型の法定後見人として活動する意思がある

こと。 

（４）成年後見制度及び高齢者、障がい者等に対する福祉に理解と熱意があり、心身共に健康

である者。 

        （５）原則として養成講座の全日程に参加できる者。 

（６）次のいずれにも該当しないこと。 

         ア 現に後見人等、任意後見人として選任されている者。また、任意後見契約の受任者と 

なっている者 

         イ 民法第 847条に規定する欠格事由に該当する者 

         ウ 暴力団員又は暴力団若しくは暴力団員と密接な関係にある者 

エ 専門職として後見人等を受任することが適当と考えられる弁護士、司法書士、 

社会福祉士、公認会計士その他の資格を有する者 

７．定  員   ５０名（申込み先着順） 

８．受 講 費   無 料 

９．申込方法   （オリエンテーション申し込み） 

         令和８年７月２日（木）までに下記申込み先へ申込を行う。（電話、FAX、本会 HP） 

         （本講座申し込み） 

オリエンテーション時に配布する受講申込書に必要事項を記入し、令和８年８月１４日（金） 

までに下記申込み先へ提出する。（郵送、ＦＡＸ、持参、本会 HP） 

10．そ の 他  （１）修了要件 

  修了のためには、原則として講座の全日程を受講する必要があります。 

ただし、事前に申し出があり、事務局がやむを得ないと判断した場合は、補習を受講する

ことで出席扱いとします。 

（２）受講修了後の流れ 

本研修の修了者には、令和９年度に開催を予定する市民後見人養成講座（実践研修）の受

講を案内します。最終的に同講座（実践研修）修了者にのみ、市民後見人バンク登録の申請

が認められます。 

   実践研修受講者は修了後に市民後見人バンクへの登録申請を行うものとします。 

（３）注意事項 

市民後見人就任にあたっては、被後見人等の現況、および候補者を選考のうえ市民後見人

バンク登録者の中から意向確認を行います。 

 



11．申込み・問合せ先 

         社会福祉法人 福島市社会福祉協議会 福島市権利擁護センター 担当：中野 

          〒960-8002 福島市森合町 10-1 福島市保健福祉センター2Ｆ 

TEL 533-3341 FAX 533-8879 

                         （※講座当日の連絡先 TEL 080-2833-6841） 


